
氏名 河内将芳

　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

① 『秀吉の大仏造
立』

単著

② 『秦荘の歴史 第
３巻 近代・現
代』

編著

③ 『近江日野の歴史
第６巻　民俗編』

編著

④ 『秦荘の歴史 資
料』

編著 2009年3月

滋賀県愛荘町

滋賀県日野町

滋賀県愛荘町

法蔵館2008年11月

2008年6月

2008年11月

秀吉による京都の大仏造立を論
じた書き下ろし。

最終学歴

（著書）

日本史研究会・歴史学研究会・史学研究会・史学会・大阪歴史学会・日本古文書学
会・仏教史学会・芸能史研究会・戦国史研究会・織豊期研究会・洛北史学会

日本中世における都市社会史・宗教史・流通経史

１９９９年３月京都大学大学院人間・環境学研究科博士課程修了

京都大学博士（人間・環境学）

平　成　２０　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

日本中世史

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要

取得学位

所属学会

現在の専門分野

研究課題

滋賀県旧秦荘町の近代・現代の
歴史を叙述したもの。

滋賀県日野町の民俗について叙
述したもの。

滋賀県旧秦荘町の歴史にかかわ
る資料を集積したもの。

・京都清水寺文書所蔵の古文書・古記録調査（1995年～）
・京都八坂神社所蔵の古文書・古記録調査（2008年～）
・滋賀県葛川明王院所蔵の古文書・古記録の調査（2008年～）

（財）世界人権問題研究センター研究第2部嘱託研究員（２００１年４月～２００８年３月）・滋
賀県日野町史編集委員（２００４年５月～現在）・滋賀県秦荘町史編集委員（２００４年７月～
２００８年３月）・滋賀県甲賀市史執筆委員（２００５年３月～現在）・滋賀県近江八幡市史執
筆委員（２００７年３月～２００８年３月）・八坂神社文書編纂委員会委員（２００８年１１月
～）

通信教育部委員(２００７年４月～現在）



① サントリー美術館
蔵『日吉山王祇園
祭礼図屏風』にみ
える犬神人につい
て

単著

② 新多武峯と大織冠
遷座

単著

③ 「戦国時代の祇園
祭」論

単著

④ 中世本能寺の寺地
と立地について

単著

① 文献史料からみた
中世の本能寺

単著

② 「戦国時代の祇園
祭」論

単著

① はがき通信（学界
消息）

単著

② 戦国時代の稲荷祭 単著

第１７回平安京・京都
研究集会

第４５回藝能史研究会
大会

2008年5月

2008年6月

『日本歴史』７２１号

『大伊奈利』180号

２００８年６月

2008年9月

『立命館文学』６０９
号

2008年3月

2008年10月

2008年12月

『立命館文学』６０５
号

『芸能史研究』１８３
号

2008年1月 『京都部落問題研究資
料センター通信』10号

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

秀吉による大職冠の遷座の意義
を論じたもの。

戦国時代京都の祇園祭を論じた
もの。

中世の本能寺の寺地と立地につ
いて論じたもの。

表題の美術作品にみられる犬神
人について論じたもの。

自身の近況を報告したもの。

戦国時代京都の稲荷祭について
論じたもの。

古文書・古記録にみえる中世の
本能寺を論じたもの。

戦国時代京都の祇園祭について
論じたもの。


